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都 立 三 田 高 等 学 校 全日制課程
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Ｈａｖｅ　Ｗｉｎｇｓ、Ａｎｄ　Ｆｌｙ　Ｈｉｇｈ　！
‐教養・探究・立志そして世界へ！‐

主 な 部 活 動

港区三田１丁目４番４６号
108-0073 電話

番号
03-3453-1991 募集人員

そ の 他 制服
男子・ブレザー（紺）
女子・ブレザー（グレー）

ア ク セ ス
ＪＲ山手・京浜東北線　田町駅下車徒歩１３分

都営三田線芝公園駅下車徒歩１０分・東京メトロ南北線麻布十番駅下車徒歩１０分
都営大江戸線赤羽橋駅下車徒歩７分
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習熟度別授業（数学・英語）・3学期制・土曜授業・第二外国語

進学指導推進校・英語教育推進校・Society5.0
に向けた学習方法研究校・知的探究イノベー
ター推進校

推薦：男子26人・女子24人　　　一般：男子107人・女子99人
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832人（男子393人　女子439人）

ホームページ
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学 科 普通科

http://www.mita-h.metro.tokyo.jp/site/zen/index.html
自律経営推進予算
02年度(単位：万円)

2,251.4

目

標

①

「主体的な学び」の構築
①「三田の主体的な学び」の理念を共有し、実践する。
②「将来を見据えた高い志の進路指導と国際理解教育」を
　実践し、グローバル人材を育成する。
③東京都教育委員会指定事業「知的探究イノベーター推進事業」
 　「Society5.0に向けた学習方法研究校」等に取り組む。
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今年度の重点目標

厳しく自己を律し社会性を備えた生徒（自律）、明確な目的意識をもって自ら学業に励む生徒（自学）、強い帰属意識をもち切磋琢磨し
お互いを高め合う生徒（チーム力）を育成し、進んで国際社会に貢献する教養人・リーダー・開拓者を育成する。

そ の 他
の 特 徴

目 指 す 学 校

主な学校行事

男子

①感染症の影響で双方向性のある授業がやりづらかったが、「なぜ、なぜ」と深く考えさせる授業は多くできた。
　今年は保健と生物で生徒が生徒を教える授業が実現できた。
②国際理解教育（海外修学旅行中止など）はほとんど実施できなかった。「将来や世界に向けて視野を広げる教育を
　している」と感じている生徒が８５％であった。
　なりたい・やりたいことに基づいた進学先が決定できるようにしていくことが課題である。
③「知的探究イノベーター」の取組は引き継げている。発展的継続が課題である。

2.42

2.27

今年度の取組と自己評価

男子

帰国生入試（募集人数20名　内2名は9月募集）

女子女子

2.15

目
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③

戦略的な広報活動の展開
①本校の教育に理解･共感する保護者・生徒の拡大を図り､｢高い志
　の進路指導と国際理解教育」の具現化に意欲的な生徒を獲得する。
②「教養・探究・立志そして世界へ」をスローガンとする国際理解
　教育を積極的に発信する。
③保護者、地域、都民の信頼を得る学校づくりを推進する。

目
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②

自律・自学・チームによる高い志の進路実現
①「時を守り、場を清め、礼を正す」指導を励行する。
②自学自習習慣の確立を図り、目的意識を持って主体的に学ぶ
　態度を育成する。
③協調・協働の精神や連帯意識を涵養し、帰属意識を高める。
④SDGｓを意識した進路実現を目指す。

数

値

目

標

今年度の数値目標の内容

目標③ 学力検査応募倍率の向上
目標② 早慶上理GＭＡＲＣＨ現役合格のべ人数
目標① 国公立現役合格者数

①「生活指導指針」に基づき、自律性を育成する指導の結果、８０％以上の生徒が自律できていると思っている。
　 感染症対策の徹底はできたが、気を緩めずに継続していくことが課題である。
②学校行事において、実行委員会を中心に企画運営が進むようになったが、ほとんど中止となった。
　広報活動場面では生徒会を中心に生徒が前面に出て外部からの評判も良かった。
③帰属意識は高く、 入学してよかったと思っている生徒は９５％である。
④生徒会が動こうとしたが、感染症の影響で動くことができなかった。SDGｓの周知徹底を図っていく。

①偏差値ではなく、将来を見据えた教育実践を広報し、応募倍率が２．５倍を超えた。推薦は6.12倍となった。
　世の中にある偏差値偏重の価値観を崩していくことが課題である。
　大志を抱いている生徒を獲得していくことも課題である。
②今年はほとんど発信できなかった。
③PTA活動は充実しているが、活躍する場面がなかった。地域連携も同様で、交流ができなかった。
　済生会中央病院へ職員に向けたエールの垂れ幕を掲げることができ、感謝された。
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将来を見据えた高い志の進路指導・国公立大学現浪４９名・早慶上理現浪１１６名
弓道、サッカー、陸上競技、野球、バスケット、バレー、バドミントン、水泳、剣道、テニス、

アメリカンフットボール、吹奏楽、弦楽、コーラス、放送、ダンス、フォークソング等

入学してよかった92％　　安心した学校生活97％　　入学させてよかった96％
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体育祭（５月）、白珠祭（９月）、合唱コンクール（１月）、海外修学旅行(10月）
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教育委員会指定事業
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学習方法
研究校

【 三田高校が求める生徒 】
◆その１ 自分の生活を自分で律することのできる生徒
◆その２ 確かな基礎学力を身に付けた生徒
◆その３ 自分で課題を発見して自ら課題解決に意欲を示す生徒

【 三田高校はあなたに約束します 】
～自律・自学・チーム三田の力で高い志の進路実現～
１．「時を守り、場を清め、礼を正す」振る舞いを厳しく求め、自らを律する心、公共の精神、規範規律を育みます。
２．特別活動を通して切磋琢磨し、お互いを高めあう人間関係を築かせ、帰属意識、協調性を育みます。
３．「鍛える授業」で基礎基本と豊かな教養を身に付けさせ、探究活動を通して思考力、判断力、表現力等を育みます。
４．我が国の伝統・文化や異文化の理解や交流活動を通して豊かな国際性と旺盛な開拓精神を育みます。

三田高校６つの特徴
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